科学技術庁国立防災科学技術センターニュース16号記事 by 国立防災科学技術センター
第16号
ISSN  0 91 4 -8 647 





3月 18日の早朝，東京で震度3 の地震 (M6. 1 )
があった。今回の地震は， フィリ ピ ン海プレ ー ト




測結果から， 首都圏の下にも ぐりこむフィリ ピ ン
海プレ ー トの最近の活動状況をみると， 図 1 に示
すように，北上するフ ィ リピ ン海プレ ー トの西側
面で1 980年6月に伊豆半島沖地震 ( A ) が起こり
その 3ヵ 月後の 9月に東京のやや北の直下の， フ
ィ リピン海プレ ー トと太平洋プレ ー トの接する上
東京直下のM 6地震
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下面 で， 2 つのM 6クラ スの地震 ( B ) が発生し
た。また，1987年12月には フ ィリ ピ ン海プレ ー ト
の右側面で 千葉県東方沖地震 ( C ) が起こり， そ
の3ヵ 月後に今回の地震 (D ) が ，やはりフ ィ リ
ピ ン海プレ ー トと太平洋 プレ ー トの接する下面で
発生して いる。
プレ ー ト境界における縦ずれ型地震は， 前進す
るプレ ー トに，引ぎずりこまれた周 囲のプレ ー ト
が，その摩擦に耐 えられな くなると，はねかえっ
て発生する。 今回の一 連の地震活動を見ると， 関
東地方の下で前進するフ ィ リピ ン海プレ ー トは，
その側面近 く でまず横ずれ地震を起こし， 次に深
部の上面 か下面で縦 ずれ地震を 起こすとい うパタ
ー ンをくりか えしなが ら，首都圏の下にも ぐりこ
んでい くよ うにみえる。
一 方，地震が起こっている比較的狭 い範囲の地
震活動に注目すると， 一 般にM 6以 上の大地震の
1 ~ 2 年前には b f直 （大きい地震に対する 小さ い
地震の発生比率）が小さ くなることが知られてお
り，地震予知を目的とした研究も行われている。
当セ ンター にお いても， b 値の時間的変化を検
出する方法を 開発し，地震前兆解析 システムの指
標の 一 つとして採用して いる。今凹の地震につい
てb 値の変化を示したのが図 2 で あり，地震の発
生に先立 つ低下が窺 われる。
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る研究」を，昭和6 3年度から6 カ 年計画で開始す
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長岡，平塚，新庄と も，4 月22日 （金） に き まり ま
し た。筑波研究学園都市では，科学技術庁関係機
関（研究交流セン ター ， 金属材料技術研究所， 無機
材質研究所等）が，22日に同時に公開し ま す。これ
らの機関の間を ，研究交流セン ター を基点と して，
無料巡回バスが運行されます。詳細については，





















3 月31日 （木）朝日： 雪対策に積極姿勢一 防災科
技セ ン ター 新庄支所を改称
4 月6 日 （水）読売 ：震源近くで地震再発の恐れ
三3 月18日 05時34分，東京都東部の深さ90kmにM
6 . 1（気象庁）の地震が発生 し ，そ の後60個近く の
余震が続いた。一方3 月3 日か ら5 日にかけて，
神津島南西の銭洲廿毎嶺付近でM 3 . 1を最大とする
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の背景とそ の意義 （浜田) 震前兆解析システ
ムの機能と構成 （松村他) 震前兆解析システ




視 （堀他) ー ソ ナルコン ピュー タ によ る地殻
傾斜常時モニ ター システム（大久保) デ イス
ク を用いた地震波形の格納とその利用 （井元）
地震デー タ利用のためのプログラム システム （岡
田) 源計算 • 発震機構解計算プログラムの改
良 （岡田) 本におけ る火山体の山体崩壊と岩
屑流 （井口) パー ソナルコン ピュー タ によ る ラ
ン ドサ ット画像デー タの伝送実験 （大倉他)
下水利用による無水融雪工法の実用化に関する研
究 （熊谷他) 星画像デー タ によ る津波浸水域
の識別 （竹田) 2 周波散乱計によ る波浪計測実
験 （徳田他) 達 した低気圧によ る海上強風の






































メ キシ コ政府行政委員会技術部会｀ 
3月 31日付
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